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論文要旨 
 
介護保険制度は、来るべき超高齢化社会における「介護の社会化」を主要なテーマとして創設
された。しかし、創設過程でのコストの議論は不十分なままであった。そしていま、日本的家族
介護の存続を基盤にした制度の限界が見え、同時に財政的膨張をきたす中で、介護サービスの現
場では質の高い介護労働力の確保に関して複雑な問題が生じている。介護労働力不足の背景とし
ては、賃金の低いことが、さまざまな実証分析を通して指摘されて久しい。また賃金の改善に限
界がある中で、近年の先行研究には、賃金以外の職務の満足度や就業継続のために経営者が取る
べき措置に関するものも多い。 
介護労働力問題は、定着・離職問題と採用困難の問題に大別できる。特に近年、採用面で、介
護を担う中核人材として期待された福祉系高等教育の修了者が介護分野への就業をためらい、あ
るいは忌避するという傾向が明らかになってきている。若年労働者の欠乏は産業の衰退を招く可
能性があるが、介護労働力問題として介護福祉関係の学歴を扱う研究は進んでいない。筆者の問
題意識はそこにあり、介護労働力問題の深層として福祉系大卒者と介護福祉士の職業満足度を考
えることで、この問題に迫りたい。福祉系大卒者に関しては、「過剰教育」問題も横たわっている。
また、介護福祉士資格の養成機関にも学生募集の困難化という問題がある。しかし両者は介護保
険制度の推進とともに拡大または誕生し、介護産業の高度化に欠かせない存在である。本稿は、
両者を介護産業に結びつけ学歴や資格を生かして従事するために必要なことを考察する。 
実証研究において適切なデータが欠かせない。本研究に際しては、介護現場で働く労働者に関
する学歴と保有資格を含む、就業意識に関する大規模なデータが得られた。このデータから、初
めに福祉系学士である介護職員と、介護福祉士資格保有介護職員の、賃金と介護の仕事の内容・
やりがいの満足度について実証分析する。次に介護福祉士の活用について、学歴を勘案しながら、
介護労働者が現在働いている介護事業所の就業を継続する意向を判断材料として、介護サービス
事業者に求められる雇用管理的取組について考察する。 
また、介護保険制度創設以後の高等教育現場の変化は興味のあるところである。そこで、一つ
は保健・医療・福祉系大学に関する入学志願者数等の変化について、学校基本調査データの集計
を行う。二つ目に現実の福祉系大学の教育現場で、教員がどのような意識で社会福祉教育に取り
組んでいるかについてアンケート調査を行う。 
そして、以上から判明した、介護労働現場における福祉系高等教育と、介護の国家資格である
介護福祉士資格との間の、不都合な状況をより明瞭化するため、最新の分析手法である傾向スコ
アマッチングで実証分析を行う。ここでは、福祉系大学教育と介護福祉士養成のギャップと、介
護福祉士資格保有者と介護の仕事との間の不都合をより明確に切り出したうえで、超高齢社会に
おける介護保険制度維持に向けた提言を試みる。 
分析の結果、いま介護職員として従事している福祉系学士は高い職業満足度を有していた。そ
れは教育の成果ともいえる。しかし、福祉系大学から高齢者･介護サービスへの就職者の割合は高
いとは言えない。なおかつ、従事者である福祉系学士は介護福祉士資格を取得しない傾向が強い。
その要因は、福祉系大学での教育が、社会福祉士志向で行われているためと思われる。ここに介
護現場とのギャップがある。 
一方、介護福祉士資格保有者の職業満足度は低い結果となった。近年、介護の現場では、介護
福祉士の数を介護サービスの質の評価に用いる方向がある。そして介護福祉士資格を中核とした
キャリアパスの仕組みが構築されようとしているが、肝心の介護福祉士の現実は厳しい。しかし、
介護サービスの提供にあたって不安を感じていない介護福祉士に限ると、彼らは質の高い介護サ
ービスを提供しているとともに、いまの法人での就業を継続する意思が高まる。そこでは、事業
者が為す適切な経営管理的取組が、介護サービスの不安を軽減していた。 
また分析を通じて、高学歴により、あるいは介護福祉士であることによる比較的高い賃金は、
職業満足度には有意な正の効果を及ぼしてはいない。むしろ、社会に役立つこと、働きがいがあ
ることといった介護の仕事を選んだ理由が、職業満足度に有意に正の影響を及ぼしている。介護
の仕事への社会的評価は低いままだが、その改善と向上が望まれる。 
本稿の提言は次の通りである。まず介護事業者には、介護従事者を大切に育成することにより、
利用者主体の高質のサービスが提供できる仕事現場を創る必要がある。福祉系大学には介護の仕
事を再評価し、高い福祉観を持ち、介護産業の高度化に資する介護従事者を輩出することを期待
したい。また、両者が産学共同で質の高い介護サービスを追求する取り組みを行うことを求めた
い。そして国には政策として、国民の、介護の仕事に対する評価を高める努力を期待する 
 
